
数学甲子園 2014（第 7回全国数学選手権大会） 

公益財団法人 日本数学検定協会 

本選概要： 
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開会式

9:15～9:55（40分）

準々決勝

10:00～10:30（30分）

9:55～10:00 準々決勝説明・配付（5分）

10:30～10:40 回収（10分）

10:40～10:55 休憩（15分）

10:55～11:25

①問題解説 ②準決勝説明

③結果発表 ④座席移動 ⑤準決勝配付

準決勝・トライアル

11:25～12:05（40分）

12:05～12:10 回収（5分）

昼休憩
12:10～13:10（60分）

決勝ステージ1

13:30～14:55（85分）

決勝ステージ2

15:15～16:15（60分）

特別賞表彰・結果発表・表彰・閉会

16:40～17:20（40分）

13:10～13:30    ①決勝ステージ1・プレ説明 ②結果発表 ③会場移動

①会場移動 ②決勝ステージ2説明と組み合わせ抽選

15:10～15:15 休憩（5分）

イベント③ 問題解説 16:25～16:40（15分）

16:15～16:25 休憩（10分）

イベント①

プレ版決勝ステージ

13:30～14:10

（40分）

イベント②
1級レベル問題解答（選手）

魔方陣（監督解答）
14:20～14:45（25分）

休憩（10分）

入賞チーム記念撮影・インタビュー 17:25～17:50（25分）

○主催者挨拶

○役員・審査員紹介

○参加チーム紹介
○優勝旗（数鷲旗）返還・選手宣誓

など。

○15問（日本語表現問題10問、英

語表現問題５問）をチーム全員で30

分以内に解答します。

○予選問題で正答率の低かった問
題を当協会の職員が解説します。

○準々決勝の結果発表を行います。

○準決勝は上位15チームが進出し
ます。

○３問のうち英語表現問題１問は必

須、日本語表現問題は２問のうち１

問を選択し、40分以内にチーム全員

で解答します。

○トライアルは、準々決勝敗退校が
準決勝と同じ問題を解き、２校に特
別賞が授与されます。

○決勝進出６チームは、別室のテラ
スルームに移動します。決勝ステー

ジ１では、制限時間のなかで、提示
されたテーマに沿った問題を創作し、
問題のねらい、模範解答も作成しま

す。

○メイン会場では、決勝ステージの

プレ版と数学検定１級の問題に挑戦

します。また、チーム監督にも問題

を出題します。

○決勝進出チームはメイン会場に
戻り、決勝ステージ２に挑みます。

決勝ステージ２では、６チームを３つ

のグループに分け、２チームずつの
対戦になります。創作した問題につ

いてそれぞれプレゼンテーションと

質疑応答を行います。

○当協会の職員による準決勝で出

題された問題解説を行います。

○「優勝」「準優勝」「敢闘賞」「入賞」

「特別賞」の発表と表彰を行います。


